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はじめに

東北常磐海域のマダコは，太平洋の千葉県南端から北は宮城県志津川までの沿岸海域lζ生息し，マ

ダコの分布域である各沿岸においては，小型漁船の重要なる漁獲対象種となっている。本県沿岸のマ

ダコの漁法は主として小型底曳と，タコ査で行.われその漁獲量は年変動がかなり大きい。漁期は 9月

から翌年3月まで，盛漁期は 11月~翌年 1月までの 3ヶ月である。毎年マダコの漁期を迎えると，タ

コ査の準備が行われ，漁場lζ大量のタコ壷が投入される。乙のためマダコの不漁年iとは経費と作業労

力がまったく水泡lζ帰する。乙れからの沿岸漁業を魅力ある安定した経営体として確立するために，

マダコ漁業において資源量の予想を確立し，計画的な周年操業を可能とする必要がある。

乙の海域のマダコについては，田中 1)(1958 )の外房沿岸の資源性状についての調査，宇野2)( 1959 )， 

藤本他3)(1959 )の茨城県沿岸のマダコの生態iと関しての調査報告がみられ，またマダコの漁獲変動に

ついては，久保4)( 1935 )が瀬戸内海のタコの漁獲量は，その県の前年の降水量と負の関係がある乙と

を報告している。さらに，西JJI5) ( 1964 )は，瀬戸内海のマダコ漁獲量について検討し降水量および

水温と漁獲量との関係を明らかにしている。しかし，本県沿岸のような外洋海域では，雨量がタコの

変動と関係あるとは考えられない。そ乙で，本県のマダコの漁獲量を検討し，漁獲変動の原因を明ら

かにする ζ とを目的として調査を行い，若干の知見を得たので報告する。

なお本研究を行う lと当たり，適切なる指導を賜った，奥谷喬司博士lζ深謝の意を表わすと同時に，

マダコの蒐集と計測に御協力いただいた，当場大和田主任研究員，五十嵐研究員iζ厚くお礼申し上げ

ます。
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マダコの漁獲変動の解析検討のため，農林統計6)と，福島県海面漁獲統計7)を用いた。 各県地区別

漁獲量については，各県の農林水産統計年報8)9) 10)を用いた。本県の地域別の漁獲量は福島県海面漁

獲統計の月別原票 11)から，月別漁獲量と 1955年から 1975年まで 21ヶ年の平均マダコ漁獲量，また，

各年の平均値からの偏差を求めた。磯部，久の浜守両漁協のタコ壷のマダコ漁獲量は，月男IJ漁獲量11)

と総出漁日数11)から 1日1隻当りの平均漁獲量を求めた。乙の資料は，統計年度毎lζ漁獲量を集計

せずに 9月~翌年3月までをとりまとめて単年度として用いた。

生態調査は，本県沿岸沖で，タコ壷，小型底引網，刺網，および浅海岩礁地帯で，素もぐり潜水に

よって採取されたマダコを用いた。測定尾数は， 1976年92尾， 1977年63尾， 1978年630尾であ

る。
測定については，田中12)の方法lζよって全長，胴端より眼の中央部，総体重，肝臓重量，精巣，卵

巣，精爽腺，長IJ精爽腺，精英嚢，胃盲嚢，小腸，卵管球，胃内容物等の測定を行った。精密調査の測

定尾数は， 1976年98尾(♀ 67，~ 31 ) ， 1977年93尾何回， ~ 39)， 1978年 179尾(♀ 103，~ 76) 

である。
生息分布を調べるため， 1976年から 1978年まで，原釜，久の浜，四倉，小名浜，各漁協所属小型

底曳漁船(各2隻)，および磯部，久の浜，沼の内漁協のタコ壷漁業者lζ漁獲日誌を配布し，マダコの漁

獲位置，数量，タコの大，中，小などの記入を依頼した。乙れ等の資料を整理して，マダコの漁獲分

布図を作成した。

マダコの漁獲量および分布と海況の関係を検討するため， 1955年から 1976年までの小名浜測候所

の月別水温観測値と東北海区漁場海況概報13) 1964年ム 1976年までの資料を整理，使用した。なお，

乙れ等の資料以外lζ調査期間以前l乙当場lζてマタボコの市場調査および‘精密調査の資料も検討に用いた。
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1965年以降の福島県漁獲統計資料7)を用い

て，本県のマダコ漁獲量の年変動を図11ζ示す。

1967年と 1972年が豊漁年となっている。乙の

14ヶ年の平均漁獲量は 295.5トンであるから両

年は平均値のほぼ3倍近い漁獲がみられる。反

対lζ不漁年は， 1977年が最も少く 38トン，続

いて 1976年 66トン. 1974年 1968年は 84

トン， 1971年の 101トンがみられる。その他の

年は 166トン-444トンで変動している。 乙の

ような漁獲量の最低と最高を比較すると，およ

そ25倍の聞きがみられ，変動の大きさが理解さ

れる。乙の漁獲量の変動を解析するうえで指標

となる漁法を知る目的で. 1970 年~ 1975年

の県統計資料7)を用いて，漁法別マダコ漁

獲量の年変動を図 21C示す。 ζれによれば，

マダコの漁獲量の大部分が，タコ壷と小型底曳

lζよって漁獲されており，かっ両者の漁獲量の



変動は非常に類似している。乙の乙とから，マダコ漁獲量の年変動を検討するために，タコ査の漁獲

量の資料を用いても問題はない。まず，県南と県北で漁獲量の年変動 11)を比較するために，磯部地区
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と久の浜地区を選び，タコ壷の年平均 1日l隻当りの漁獲量を求め，その結果を図 31ζ示す。乙の両

地区のタコ壷の漁獲量の関係を相関係数でみると， r = 0.9547 (P<O. 05)で変動傾向はほぼ一致し

ている。しかし図3を詳細に検討すると，両者lζ若干の相違点がみられる。それは， 1956年， 1957 

年， 1968年， 1971年， 1974~1976 年の各年lとみられるように県南の久の浜よりも，県北の磯部

の単位当り漁獲量が著しく少ない年，または漁獲の皆無の年がみられる。また久の浜より磯部の漁獲

が少ない年は，図 1Iζ示したように県全体としてマダコの不漁年に当る。反対に磯部が豊漁年である

1967年， 1969年， 1972年は県全体でも豊漁年lζ当る。乙のような現象から，県南と県北の単位当

り漁獲量の差の原因を明らかにするととにより，本県のマダコの漁獲量の豊不漁の変動要因を明らか

にする事が可能であると考えられる。そ乙でまず1977年のマダコ漁獲量の実態から現象を考際する。

1977年の市場調査，標本漁船，潜水業者などの資料

からマダコの漁獲場所を整理して図 41と示す。

1977年の7月に県南の浅海岩礁域で平年よりやや遅

れてマダコが出現した。乙のマダコの体重は 135gで

あると ζ ろから，本県以南で成育して来遊してきたと

推定される。 8月も県南の浅海岩礁域を中心として漁

獲がみられ 9月iζは浅海岩礁域は勿論の乙と，定置

網 1本釣り，小型底曳などにも漁獲され，分布が県

南を主体とし沖合lζ広がった。 10月以降も県南海域で

の小型底曳が主体で漁獲がみられ， 12月iζ入りマダコ

の南下移動が始まり久の浜の沿岸のタコ資lζ漁獲がみ

られた。14) 以上図41<::示されているように 1977年のマ

ダコは県南沿岸海域の広野沖までしか分布せず， ζの

ため乙れ以北での漁獲は皆無であった。乙の年の本県

沿岸lζは 4 月 ~6 月，各月 50m層の海況図 13) (図 5)Iζ 

示されるように，冷水塊が形成されていたので，マダ

コ分布のかたよりの現象が発生したと思われる。

福島県の県南と県北におけるタコ軍基 1聾 1日当りの漁獲量年次変化図 3
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1977年 7 月 ~12月マダコ漁獲位置図4
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マダコは伊丹15)(1963)によれば僻化後浮遊幼期と

なって沈着まで40日程度かかる。茨城県以閣の春期

のマダコ産卵期は平年だと黒潮流が強く北上流が卓

越していて，発生した幼ダコは，南から本県沿岸お

よび以北iζ輪送分布がみられる。しかし図 5のよう

に冷水塊が本県沿岸l乙形成されていると，間から輸

送されてきたタコ幼稚仔は冷水域に入り艶死したり，

あるいは沖合lζ輸送される。伊丹15)によれば稚ダコ

は，水温 70C以下で発死すると報告しているととか

らも，図 5の海況冷水温では稚ダコの幾死は考えら

れる。特lζ1977年は冷水塊が6月以降も続いた乙と

と，北上流が塩屋崎から正東への沖出しのため，県

中以北への沿岸域iζ稚ダコの輸送がみられなかった

とと，さらに 1976年 12月から 1977年1月iζ本県沿

岸から茨城県へ南下した大，中，小のマダコ群の

うち茨城県沿岸で産卵まで達しない小型群は，水温

上昇とともに北上して本県沿岸iζ体重l.lkg斗，5kg

k成育して出現するが，乙の北上群も冷水塊のため

本県間部海域より以北lζ掴遊する乙とが不可有旨であっ

た。とのような 2つの要因によりマダコの分布の県

南のかたよりにより，漁獲量の県南のかたより現象

を起したと考えられる。続いて 1978年の小型底曳船

を中心としたマダコの漁獲分布函を月別に整理して

図6-111ζ示す。季節的なマダコの移動を推定して

みると 5月頃県南海域iζ漁場が形成される。 7，

8月は小型底曳漁船の禁漁期のため資料はない。10-

11月は県中域に漁場が形成され， 12月iζ入り仙台

湾から銚子まで全沿岸域κ漁場が形成される。 1月

以降は，マダコの南下により次第lζマダコの漁場が

南iζ移動し， 3月lζは本県沿岸では漁場が形成され

ず，マダコは茨城県以南に全て移動する。乙のよう

に1978年は県沿岸全域iζマダコの分布がみられ1977

年とは異っている。乙の理由は 1978年5月の海況図13)

図 1211:示すように 1977年5月の冷水塊が県沿岸で

10 はみられず，金華山附近K出現している。乙のため

マダコの幼稚仔は冷水塊lζ妨げられる ζ となく北上

し，さらlζ6月以降も冷水がみられず，本県沿岸か

ら仙台湾にかけて稚ダコの発育lζ適した海況が形成

されたためと思われる。
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図 6 小型底曳による月別マダコ漁獲位置図 図 9 小型底曳による月別マダコ漁獲位置図

図 7 小型底曳による月別マダコ漁獲位置図 図 10 小型底曳による月別マダコ漁獲位置図

図 8 小型底曳による月別マダコ漁獲位置図 図 11 小型底曳によるマダコ漁獲位置図
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福島県の年別，月別マダコ漁獲物の体重変化
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マダコの月別の体長と雌成熟指数の関係図 14

11 OCIC漁獲が多くなっている。操業回数が多い水温は，
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図 15 マダコの漁獲水温(1日平均漁獲高) 図 16 東南久之浜地区タコ壷で漁獲された
( 1978 年 11 月 10 日 ~2 月 19 日) マダコの大中小の割合

高い程漁獲がみられ，水温の低下で減少する傾向がみられる。県南は県北とまったく逆で 16
0Cから漁

獲が開始され，水温の低下とともに漁獲が増加し 10
0

Cで漁獲が最も多くなると同時に漁獲が終了す

る。操業回数が多い水温は 12
0

C前後で， 10
0

Cは1回の出漁のみである。

乙の県北と県南の水温と漁獲の関係から，県北部海域lと閣下マダコの資源があり，県北では水温の

低下とともに漁獲が減少し次第に県北からマダコが閏下移動し，県南ではとのため水温低下とともlζ

漁獲量は増加すると理解される。その他1[，マダコの移動現象として， 4~ 10月lζ本県沿岸i乙出現す

る親ダコ(1kg前後のもの)と，小型夕、、コ (100g前後)がみられる。なお，マダコの大きさと移動について

タコ壷の漁獲組成を大(1. 5 kg以上)，中(1 kg前後)，小(0.5kg前後)1ζ区分けして調べてみると，図16

K示すよう iζなる。特lと顕著な傾向はないが，漁期末lζなると小タ.コの出現が多い傾向がみられる。

大型のタコは，早目iと南下する傾向があると思われる。

ま と め

常磐各県(千葉から宮城県)のマターコ漁獲量の年変動は，大豊年を除いては一致しないが 14)マターコの月

別漁場の移り変りと，漁獲時の大きさ，産卵期などから乙の海域のマダコの資源は同ーのものと推定

3れる。

本県のマダコ資源は，マダコの熟度指数，移動状況，大きさなど‘から検討するとまず茨城県以南で

3~6 月 lζ産まれその後本県lζ移動し 10 月 ~1 月 lζ漁獲される群と，本県で 5 月 ~9 月頃産卵する群

と，その他lζ5 月 ~8 月頃茨城県以南から北上来遊する群とがみられる。本県のマダコの漁獲量は前

者の補給資源量の多少によって左右される。乙の群を漁民は一般に南下ダコと称している。

乙の本県で大量lζ漁獲怠れる 11~ 1月のマ夕、、コは生殖腺熟度指数から本県の沿岸で産卵せず;田中1)

藤本他 3) が報告しているように茨城以南で 3~6 月， 9~ 10月頃産卵していると思われる。しかし，

時期男IJ漁獲時の大きさ，また，生息分布などから 3~6 月の産卵群が主体を占めているようである。

常磐海域のマダコの産卵期と浮遊幼生期の 3~7 月頃の沿岸城の海況は，黒潮と親潮の勢力によっ
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図 17 豊漁年のマダコ回遊経路
(例として 1972年，やや 1978年も類似)

図 18 不漁年のマダコ回遊経路想定図
(例として 1977年)

図 19 不漁年のマダコ回遊経路想定図
C例として 1976年)

て毎年複雑な変化がみられる時期である。乙のため

本県以南で産卵されたマダコ群は，浮遊幼生期lζ政

城県沿岸から仙台湾沖漁場lζ大量の稚ダコとして補

給されるが，図 171ζ示:す海況条件の年l乙は南下マダ

コ資源が増大し，漁獲量も豊年となる。マダコ浮

蕗幼期の海況条件が稚夕、、コの補給lζ 悪い場合は

不漁年となる。乙の不漁年は図 18(ζ示したように，

1977年lζみられた。乙の年iζは本県沿岸lζ冷水塊が

4~7 月頃まで停滞していたため本県以北lζはマダ

コの分布が形成されず不漁年となった。 1976年は

1977年と同じように沿岸域には冷水域が形成され

平均より 2~ 40C低温で経過したが，図 191乙示す

ように沖合を北上流で運ばれた稚ダコが仙台湾域l乙

補給怠れ冬期l乙成育し，南下群となって漁獲がみら

れた。

本県以南で春期産卵されたマダコa群は，本県で発

育し. 11 ~ 1月の水温低下と共に南下移動し.2月

l乙本県沿岸から姿を消す。乙の群は個体が大型であ

る乙とが特徴である。また茨城県以南でマダコの産

卵期iζ冷水塊が形成される年は不漁年である。

本県沿岸で産卵するマダコ群は，大きさから判断

して冬期本県以南に南下した親タコのうち産卵しな

いで，再び北上するか，または本県以南で 9~10 月

頃産まれて発育した中型ダコが 5~8 月頃南から北

上し本県に出現する。乙の親ダコは最近10ヶ年では，

1967年. 1972年. 1978年lζ 多くみられたが，

その他の年lζ は‘ほとんど漁獲されていない。し

かし乙の時期の漁獲量が年漁獲量を左右すること

はない。乙の群が大量l乙来遊する年の冬期には南下

ダコ資源が多く豊漁年となっている。乙の理由は本

県沿岸で 5~8 月頃漁獲される総重量 1 kg前後のマ

ダコは産卵群と推定され，乙の群が大量に来遊すれ

ば，仙台湾を中心とした県北部海域lζ稚ダコが補給

されやすくなり，南下ダコ資源の増大になると思わ

れる。乙のマダコ群も水温の低下に伴なって本県以

南に南下移動するが，個体が小型で‘あるのが特徴で

ある。
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